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三
九

一

　

所
有
す
る
石
床
を
私
に
見
せ
た
い
と
い
う
、
友
人
が
い
る
と
い
う
話
が
齎
さ
れ

た
の
は
、
呉
強
華
氏
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
呉
氏
の
案
内
に
よ
り
二
〇
一
八
年

三
月
二
十
六
日
、
私
は
陝
西
省
宝
鷄
市
の
と
あ
る
倉
庫
を
訪
れ
、
件
の
石
床
を
実

見
、
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
呉
氏
の
友
人
と
は
、
張
宝
祥
氏
の
こ
と
で
、

張
氏
は
華
厦
石
刻
博
物
館
を
運
営
（
当
時
は
改
築
中
と
伺
っ
た
）、
私
が
見
た
の

は
そ
の
所
蔵
に
掛
る
、
二
点
の
見
事
な
北
魏
石
床
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で

未
だ
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
新
出
の
二
遺
品
で
、
こ
の
機
会
に
そ
の
二
石
床

を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。
華
厦
石
刻
博
物
館
の
北
魏
石
床
に
は
二
点
の
そ
れ
が

あ
っ
て
、
一
つ
は
四
面
の
囲
屛
、
も
う
一
つ
は
、
二
面
の
囲
屛
か
ら
成
る
も
の
で
、

小
稿
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
前
者
で
あ
る
（
二
面
の
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
紙
別

稿
の
方
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
の
内
、
四
面
の
囲
屛
を
持
つ
も
の
は
、
ま
た
、

二
つ
の
石
闕
及
び
、
前
脚
を
伴
っ
て
い
る
。
図
版
一
─
図
版
四
と
し
て
掲
げ
た
の

は
、
そ
の
囲
屛
四
面
の
原
石
写
真
で
あ
る）（
（

。
当
該
石
床
の
法
量
を
示
せ
ば
、
次
の

通
り
で
あ
る
（
石
闕
の
左
右
は
、
後
掲
図
一
上
に
よ
る
）。

　
　

囲
屛

　
　

右
側
板
─
─
縦
四
三
・
四
糎
、
横
九
二
・
〇
糎
、
厚
八
・
七
糎

　
　

正
面
右
板
─
縦
四
三
・
〇
、
横
八
四
・
五
、
厚
八
・
七

　
　

正
面
左
板
─
縦
四
三
・
六
、
横
八
六
・
七
、
厚
一
〇
・
七

　
　

左
側
板
─
─
縦
四
三
・
一
、
横
八
六
・
〇
、
厚
九
・
二

　
　

石
闕

　
　

（
右
）
─
─
高
四
四
・
〇
、
横
五
三
・
〇
、
厚
九
・
三

　
　

（
左
）
─
─
高
三
九
・
五
、
横
五
二
・
八
、
厚
九
・
九

　
　

前
脚
─
─
─
高
四
六
・
四
、
横
二
〇
九
・
〇
、
厚
一
九
・
〇

参
考
ま
で
に
、
図
一
と
し
て
当
該
石
床
の
石
闕
（
上
）、
前
脚
の
原
石
写
真
を
掲

げ
て
お
く）（
（

。
ま
ず
本
石
床
囲
屛
の
内
容
を
概
念
図
と
し
て
示
せ
ば
、
図
二
の
如
く

で
あ
る
。
そ
の
囲
屛
四
面
は
、
図
二
に
見
る
よ
う
に
、
各
板
が
三
つ
に
区
切
ら
れ

て
い
る
。
本
石
床
は
、
北
魏
時
代
の
石
床
の
通
例
に
従
っ
て
、
正
面
右
板
の
中
央

華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
に
つ
い
て

─
第
三
の
臨
深
石
床
の
出
現

─

黒

田
　

彰

資
料
紹
介



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

四
〇図二　華厦石刻博物館蔵北魏石床の内容

図一　石闕（上）、前脚（下）

3　如履薄氷

2　如臨深淵

1　戦戦兢兢（侍女）

牛 男
性
墓
主

女
性
墓
主

（
侍
女
）

（
楽
舞
）

馬
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四
一

に
男
性
墓
主
、
左
板
の
左
に
女
性
墓
主
の
肖
像
を
掲
げ
、
ま
た
、
正
面
右
板
右
に

馬
、
左
板
左
に
牛
を
配
す
る
。
異
例
な
の
は
、
男
性
墓
主
像
が
女
性
墓
主
像
と
対

称
を
な
す
筈
の
、
正
面
右
板
左
か
ら
一
区
画
分
右
に
ず
れ
、
正
面
右
板
の
中
央
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
本
来
、
男
性
墓
主
が
い
る
べ
き
正
面
右
板

左
に
は
、
代
わ
っ
て
楽
人
二
人
（
画
面
右
に
箜
篌
を
弾
く
楽
人
〈
左
向
き
〉
と
左

に
琵
琶
を
弾
く
楽
人
〈
右
向
き
〉）
と
舞
人
一
人
（
画
面
中
央
、
左
向
き
）
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
或
い
は
、
女
性
墓
主
が
左
の
区
画
（
正
面
左
半
中

央
）
に
三
人
の
侍
女
（
共
に
右
向
き
）
を
従
え
る
構
図
に
倣
っ
た
た
め
か
も
知
れ

な
い
が
、
男
性
墓
主
像
が
右
の
馬
と
接
す
る
点
（
女
性
墓
主
像
は
、
侍
女
が
牛
と

の
間
に
入
っ
て
い
る
）、
や
は
り
異
例
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
石

床
の
男
性
墓
主
像
は
、
正
面
右
板
の
三
区
画
の
中
で
一
区
画
分
、
右
へ
ず
れ
て
い

る
訳
だ
が
（
男
性
墓
主
像
を
左
の
楽
舞
図
と
入
れ
替
え
れ
ば
一
応
、
そ
の
ず
れ
は

解
消
す
る
）、
北
魏
時
代
の
石
床
に
お
け
る
墓
主
肖
像
の
ず
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
二
、
三
の
例
の
存
す
る
こ
と
が
、
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。
一
つ
目
の
例
は
、
天
理
参
考
館
（
正
面
左
板
、
左
側
板
）、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
（
右
側
板
、
正
面
右
板
）
分
蔵
北
魏
石
床
で

あ
る
。
当
石
床
を
復
元
さ
れ
た
の
は
、
林
聖
智
氏
で
あ
っ
た）（
（

。
当
石
床
も
囲
屛
一

面
を
三
つ
に
区
切
る
が
、
そ
の
特
徴
は
、
や
は
り
墓
主
肖
像
が
偏
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。
即
ち
、
墓
主
像
は
、
正
面
左
板
の
右
か
ら
一
区
画
目
に
位
置
し
、
一
華
蓋

の
下
で
男
性
墓
主
（
右
）、
女
性
墓
主
（
左
）
が
向
き
合
っ
て
対
坐
す
る
、
一
図

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
男
性
墓
主
が
本
来
位
置
す
べ
き
、
正
面
右
板
左
端
に

は
、
楽
人
図
が
描
か
れ
て
い
る
）。
そ
し
て
、
馬
は
、
正
面
右
板
中
央
、
牛
は
、

正
面
左
板
左
端
に
描
か
れ
、
や
は
り
非
対
称
で
、
墓
主
像
と
馬
、
牛
が
左
へ
一
区

画
ず
つ
、
ず
れ
て
い
る
。
林
聖
智
氏
は
、「
墓
主
の
左
右
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
男
性

と
女
性
の
奏
楽
の
画
面
が
あ
り
、
中
央
の
墓
主
に
向
い
て
い
る
。
女
性
の
奏
楽
の

画
面
に
、
向
か
っ
て
一
番
右
側
に
袖
を
挙
げ
て
踊
っ
て
い
る
女
性
の
姿
が
見
え
て

お
り
、
ま
た
一
番
右
側
に
食
べ
物
を
用
意
す
る
画
面
が
あ
る
」（
209
、
213
頁
）、

「
孝
子
伝
図
こ
そ
な
い
が
、
死
者
を
慰
め
る
ほ
か
の
具
体
的
な
営
み
に
よ
っ
て
死

者
へ
の
孝
養
・
弔
問
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」（
224
頁
注
（
（（
））
と
指
摘
さ

れ
て
い
る）（
（

。
面
白
い
の
が
第
二
の
例
に
当
た
る
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所

蔵
北
魏
石
床
拓
本
の
ケ
ー
ス
で）（
（

、
林
聖
智
氏
が
第
一
の
例
と
「
図
像
と
様
式
に
非

常
に
類
似
し
…
…
同
じ
工
房
の
製
品
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
」（
同
）
と

さ
れ
た
も
の
で
あ
る）（
（

。
当
該
石
床
も
囲
屛
一
面
を
三
つ
に
区
切
る
が
、
各
区
画
毎

の
計
十
二
図
は
、
早
く
王
子
雲
氏
『
中
国
古
代
石
刻
線
画
集
』、
ま
た
、
黄
明
蘭

氏
『
洛
陽
北
魏
世
俗
石
刻
線
画
集
』
に
収
め
ら
れ
る）（
（

。
こ
の
二
つ
目
の
例
も
、
林

聖
智
氏
に
よ
る
苦
心
の
復
元
の
結
果
、
墓
主
肖
像
の
偏
り
が
判
明
す
る
こ
と
と

な
っ
た）（
（

。
当
石
床
に
お
い
て
は
、
一
華
蓋
下
の
対
坐
す
る
墓
主
夫
婦
像
（
一
区

画
）
が
、
第
一
の
例
よ
り
さ
ら
に
左
へ
一
区
画
分
ず
れ
、
そ
れ
は
正
面
左
板
の
中

央
に
位
置
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
馬
は
そ
の
右
（
正
面
左
板
右
。
左
は

楽
人
〈
女
性
〉）
に
位
置
す
る
の
は
当
然
と
し
て
、
奇
異
な
の
は
、
牛
が
馬
の
右

（
即
ち
、
正
面
右
板
左
）
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
、
し
か
も
牛
車
の
向
き
が
左
向
き
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
通
常
は
左
半
に
あ
っ
て
、
右
向
き
）。
そ
の
牛
の
移

動
は
、
明
ら
か
に
機
械
的
な
も
の
で
、
向
き
も
馬
に
合
わ
せ
た
も
の
だ
ろ
う
。
と

も
あ
れ
、
第
一
の
例
が
墓
主
肖
像
の
左
へ
の
一
区
画
分
の
ず
れ
で
あ
る
の
に
対
し
、

当
石
床
は
、
そ
れ
の
さ
ら
に
二
区
画
分
の
ず
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
極
め

て
注
目
す
べ
き
配
置
の
変
化
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
北
魏
に
お
け
る
こ
の



華
厦
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石
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黒
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四
二

よ
う
な
墓
主
肖
像
及
び
、
馬
、
牛
の
配
置
と
変
化
が
重
要
な
の
は
、
そ
の
こ
と
が

例
え
ば
後
の
ソ
グ
ド
関
連
遺
品
に
お
け
る
、
そ
れ
ら
の
考
察
や
復
元
等
と
深
く
関

わ
っ
て
来
る
た
め
で
あ
る
。
一
例
を
上
げ
れ
ば
、
最
古
の
翟
門
生
石
床
（
五
四
三

年
）
に
お
け
る
男
性
墓
主
は
、
正
面
右
板
中
央
、
女
性
墓
主
は
、
正
面
左
板
中
央
、

馬
と
牛
と
は
、
右
側
板
中
央
と
左
側
板
中
央
へ
と
規
則
的
に
配
置
さ
れ
、
概
ね
北

魏
の
配
置
法
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
が）（
（

、
翟
門
生
石
床
に
次
ぐ
古
さ
を
持
つ
康

業
石
床
（
五
七
一
年
）
に
な
る
と
、
男
性
墓
主
像
が
正
面
左
板
中
央
へ
と
ず
れ
、

馬
は
そ
の
右
（
正
面
左
板
右
）、
牛
車
は
そ
の
左
（
同
左
）
に
配
置
さ
れ
、
加
え

て
、
空か
ら

の
馬
は
奥
向
き
（
尻
を
見
せ
る
形
）、
空
の
牛
車
も
右
奥
を
向
い
て
い
る

な
ど）（1
（

（
林
聖
智
氏
の
復
元
に
よ
る
）、
一
見
し
て
顕
著
な
配
置
等
の
変
化
が
起
き

て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
本
石
床
に
お
け
る
、
両
墓
主
像
の
ず
れ
や
、

そ
れ
が
楽
人
図
を
挟
む
こ
と
等
、
上
記
の
二
例
に
加
え
る
べ
き
、
非
常
に
重
要
な

資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
上
述
の
三
例
が

い
ず
れ
も
、
墓
主
肖
像
の
左
へ
の
ず
れ
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
本
石
床
の
ず
れ
は
、

逆
の
右
方
向
へ
の
ず
れ
と
な
っ
て
い
る
点
も
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
因
み
に
、

一
華
蓋
下
に
両
墓
主
が
対
坐
し
（
三
区
画
の
左
）、
武
人
図
（
中
）
を
隔
て
て
馬

（
右
）
を
描
く
、
一
面
の
囲
屛
拓
本
が
上
掲
、
黄
明
蘭
書
の
二
例
目
の
次
に
載
っ

て
い
る）（（
（

。
当
図
は
、
正
面
右
板
と
推
定
さ
れ
る
が
（
他
は
未
詳
）、
本
石
床
と
同

じ
く
、
墓
主
肖
像
の
右
へ
の
一
区
画
分
の
ず
れ
が
認
め
ら
れ
る
。

　

本
石
床
の
画
象
内
容
を
特
徴
付
け
る
の
は
、
そ
の
右
側
板
に
描
か
れ
た
、
三
つ

の
臨
深
図
（
図
版
一
。
後
述
）
に
外
な
ら
な
い
が
、
厄
介
な
の
が
左
側
板
で
あ
る

（
図
版
四
）。
ま
ず
左
側
板
右
に
描
か
れ
る
の
は
、
画
面
中
央
に
左
向
き
に
立
つ

一
人
の
男
性
で
、
供
奉
人
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
男
性
は
、
右
手
に
団
扇
を
上
げ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
画
面
左
に
は
、
四
角
い
傘
を
差
し
掛
け
る
男
性
も
描

か
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
左
側
板
中
央
に
描
か
れ
る
動
物
は
、
象
の
よ
う
で
あ
る

（
画
面
中
央
、
左
向
き
）。
そ
し
て
、
そ
の
象
に
は
、
忿
怒
の
形
相
を
浮
か
べ
た

人
物
が
跨
が
り
（
左
向
き
）、
右
手
に
丸
い
傘
と
、
左
手
に
も
何
か
を
持
っ
て
い

る
ら
し
い
。
画
面
右
端
の
男
性
（
左
向
き
）
が
右
手
に
上
げ
て
い
る
の
は
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
鞭
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
画
面
左
に
は
、
琵
琶
を
弾
く
楽
人
（
上
、

右
向
き
）、
横
笛
を
吹
く
楽
人
（
下
、
右
向
き
）
が
描
か
れ
、
前
者
の
右
に
も
な

お
一
人
の
楽
人
（
左
向
き
）
が
見
え
る
が
、
そ
の
楽
器
は
不
明
で
あ
る
（
前
述
の

傘
を
左
手
に
持
つ
よ
う
に
も
見
え
る
）。
左
側
板
の
右
と
中
央
の
図
像
に
関
し
て

は
、
ま
た
後
程
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
左
側
板
左
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
四

人
の
侍
女
で
あ
る
。
画
面
右
端
の
一
人
だ
け
が
左
向
き
、
残
る
三
人
は
右
向
き
で

あ
る
。
以
上
が
、
左
側
板
の
臨
深
図
を
除
く
、
本
石
床
の
画
象
内
容
の
概
略
で
あ

る
。

二

　

本
石
床
の
学
術
的
価
値
の
高
さ
を
示
す
の
は
、
そ
の
左
側
板
に
描
か
れ
た
臨
深

図
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
そ
の
臨
深
図
を
紹
介
し
た
い
が
、
そ
の
前
に

ま
ず
、
臨
深
図
の
こ
と
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。
臨
深
図
と
い
う
の
は
、
詩

経
小
雅
、
節
南
山
之
什
、
小
旻
の
第
六
章
、

　
　

不
敢
暴
虎
、

　
　

不
敢
馮
河
、

　
　

人
知
其
一
、
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四
三

　
　

莫
知
其
他
、

　
　

戦
戦
兢
兢
、

　
　

如
臨
深
淵
、

　
　

如
履
薄
氷
。

（
敢
え
て
暴
虎
せ
ず
、
敢
え
て
馮
河
せ
ず
、
人
そ
の
一
を
知
っ
て
、
そ
の
他

を
知
る
な
し
、
戦
戦
兢
兢
と
し
て
、
深
淵
に
臨
む
が
如
く
、
薄
氷
を
履ふ

む
が

如
し
）

を
図
像
化
し
た
も
の
を
差
す
（
そ
の
第
六
句
の
二
、
三
字
目
を
取
っ
て
仮
称
と
し

た
）。
そ
れ
が
既
に
魏
晋
期
、
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は
唐
、
張
彦
遠
の
歴
代
名
画

記
五
、
晋
に
、
顧
愷
之
の
論
画
を
引
い
て
、

　
　

臨
深
履
薄
。
兢
戦
之
形
、
異
佳
有
裁

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
顧
愷
之
（
三
四
五
─
四
〇

六
）
は
、
そ
れ
を
戴
逵
（
？
─
三
九
六
）
の
作
と
し
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
臨
深

図
の
現
存
が
広
く
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
一
九
六
六
年
に
出
土
し
た
北
魏
司

馬
金
竜
墓
の
木
板
漆
画
屛
風
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
（
，
（
塊
裏
（
層
に
は

前
述
、
戴
逵
画
の
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
臨
深
図
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

図
三
は
、
北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
の
臨
深
図
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
）
（1
（

。
当
図
に
は
二
つ
の
題
記
が
あ
っ
て
、
ま
ず
中
央
上
部
に
、

　
　

戦
戦

の
残
画
が
残
り
、
次
い
で
左
半
（
第
（
塊
裏
）
上
部
の
右
寄
り
に
、

　
　

如
履
薄
氷

の
四
文
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
（
但
し
、
そ
の
下
に
は
一
旦
、「
戦
戦
兢
兢
如
履

薄
氷
」
と
書
い
て
、
抹
消
し
た
痕
跡
も
残
さ
れ
て
い
る
。
右
の
題
記
〈「
戦
戦
兢

図三　臨深図（北魏司馬金竜墓出土木板漆画屛風）



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

四
四

兢
」〉
を
こ
ち
ら
へ
記
し
誤
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
）。
当
図
は
、
題
記
の
数
か

ら
し
て
も
、
明
ら
か
に
右
と
左
と
の
二
図
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
左
は
、

題
記
の
通
り
の
履
薄
図
で
あ
る
こ
と
は
、
拱
手
し
て
右
向
き
に
歩
む
男
性
の
、
両

足
の
履く
つ

の
下
の
氷
が
罅ひ
び

割
れ
始
め
て
い
る
点
か
ら
確
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
右

の
方
は
、
左
を
向
い
て
断
崖
の
縁
に
立
ち
、
下
で
渦
を
巻
く
深
淵
を
覗
き
込
ん
で

い
る
か
ら
、
こ
れ
は
題
記
に
残
る
戦
戦
兢
兢
図
と
は
言
え
ず
、
第
五
句
の
戦
戦
兢

兢
に
続
く
、
如
臨
深
淵
（
第
六
句
）
の
図
（
臨
深
図
）
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
と
、
厳
密
に
言
う
な
ら
図
三
に
は
、
題
記
に
言
う
、
戦
戦
兢
兢
図
は
、
描
か

れ
て
い
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
或
い
は
、
如
臨
深
淵
の
句
は
、
現
在
欠
落
し

て
い
る
、
中
央
の
榜
中
の
題
記
の
下
半
に
記
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
（
榜

の
下
方
に
は
淵
の
三さ
ん

水ず
い

辺へ
ん

の
残
画
ら
し
き
も
の
が
残
る
）。
と
も
あ
れ
、
当
図
は
、

顧
愷
之
が
「
臨
深
履
薄
」
の
図
と
呼
ん
だ
、
正
し
く
そ
の
二
場
面
を
有
す
る
、
極

め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
。

　

さ
て
、
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
の
そ
れ
を
も
含
め
、
当
図
を
始
め
と
す
る
臨
深
図

の
現
存
遺
品
と
し
て
、
目
下
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
、
以
下
の
三
点
が
あ
る
。

⑴
北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
（
（
、
（
塊
裏
（
層
〈
図
三
〉）

⑵
呉
氏
蔵
臨
深
石
床
（
旧
称
崑
崙
石
床
。
正
面
左
板
、
左
か
ら
（
、
（
、
（

区
画
、
及
び
、
右
側
板
、
左
か
ら
（
、
（
区
画
）

⑶
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
臨
深
石
床
。
右
側
板
、
右
か
ら
（
、
（
、

（
図
〈
図
版
一
〉）

こ
こ
で
、
⑵
呉
氏
蔵
臨
深
石
床
の
こ
と
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
図
四
は
、

⑵
呉
氏
蔵
臨
深
石
床
の
そ
れ
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る）（1
（

。
上
の
（
─
（
の
三
図
は
、

当
該
石
床
の
左
側
板
、
左
か
ら
（
─
（
区
画
（
当
石
床
の
囲
屛
は
、
四
つ
に
区
切

ら
れ
る
）、
下
の
（
、
（
図
は
、
右
側
板
、
左
か
ら
（
、
（
区
画
に
描
か
れ
て
い

る
。
図
四
、
（
は
、
小
旻
六
章
の
第
一
句
「
不
敢
暴
虎
」
を
、
図
像
化
し
た
暴
虎

図
で
あ
る
。
画
面
左
の
男
性
（
右
向
き
）
が
、
画
面
右
の
虎
（
右
向
き
だ
が
、
口

を
開
け
て
振
り
返
る
）
に
、
素
手
で
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
る
（
毛
伝
に
、

「
徒
搏
曰
暴
虎
」
と
あ
る
）。
そ
の
男
性
は
、
確
か
に
何
も
武
器
を
持
た
ず
、
し

か
も
跣は
だ
しに
描
か
れ
て
い
る
（
長
く
左
へ
伸
び
た
虎
の
尾
を
、
踏
ん
で
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
）。
左
へ
靡
く
袖
や
、
持
ち
上
げ
ら
れ
た
裳
、
開
い
た
両
足
は
、
虎
に

立
ち
向
か
う
動
き
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
対
す
る
虎
の
、
上
顎
か
ら
生
え
た
、
二

本
の
牙
が
禍ま
が

禍ま
が

し
い
。
そ
の
（
は
、
小
旻
六
章
の
二
句
「
不
敢
馮
河
」
を
、
図
像

化
し
た
馮
河
図
で
あ
る
。
画
面
中
央
の
男
性
（
右
向
き
）
は
、
裳も
す
そを
を
掲
げ
、
跣

で
黄
河
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
（
毛
伝
に
、「
徒
渉
曰
馮
河
」
と
あ
る
。
馮ひ
よ
うは

、

か
ち
わ
た
る
意
）。
そ
の
足
許
に
は
、
河
の
様
子
が
二
段
に
分
か
れ
て
描
写
さ
れ

て
い
て
、
上
は
、
黄
河
の
岸
辺
近
く
で
波
立
つ
様
、
下
は
、
そ
の
中
央
が
激
し
く

泡
立
つ
様
を
表
現
し
て
い
る
。
（
は
、
小
旻
六
章
五
句
「
戦
戦
兢
兢
」
を
、
図
像

化
し
た
戦
兢
図
で
あ
る
。
画
面
中
央
の
男
性
（
右
向
き
）
が
、
恐
れ
慎
し
む
様
を

表
し
て
い
る
（
以
上
、
中
央
左
板
）。
（
は
、
小
旻
六
章
六
句
「
如
臨
深
淵
」
を
、

図
像
化
し
た
臨
深
図
で
あ
る
。
画
面
中
央
の
男
性
（
左
向
き
）
は
、
右
を
向
い
て

振
り
返
り
、
左
手
の
掌
を
右
へ
向
け
て
、
恰
も
制
止
し
て
い
る
体て
い

で
あ
る
。
男
性

は
、
他
の
四
人
に
較
べ
て
、
明
ら
か
に
画
面
の
高
く
に
描
か
れ
、
そ
の
足
許
の
不

安
定
に
切
り
立
つ
崖
の
描
写
と
相
俟
っ
て
、
そ
れ
を
見
る
者
に
対
し
、
彼
が
ま
る

で
宙
に
浮
か
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
、
印
象
を
齎
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
加

え
て
、
男
性
の
体
が
画
面
の
や
や
左
寄
り
に
描
か
れ
、
彼
の
右
足
が
崖
か
ら
左
へ

食は

み
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
、
彼
の
不
安
定
で
危
う
い
位
置
を
、
良
く
表
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四
五

図四　臨深図（呉氏蔵臨深石床）

（ 　暴虎図 （ 　馮河図 （ 　戦兢図

（ 　臨深図 （ 　履薄図



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

四
六

わ
す
も
の
で
あ
る
。
総
じ
て
、
深
淵
を
表
現
す
る
技
法
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
例

と
言
え
よ
う
。
当
図
は
、
図
三
の
右
の
臨
深
図
に
対
応
す
る
も
の
で
（
図
三
右
の

男
性
も
、
画
面
の
高
い
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
）、
共
に
詩
経
「
如
臨
深
淵
」
の

図
像
表
現
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
（
は
、
小
旻
六
章
の

七
句
「
如
履
薄
氷
」
を
、
図
像
化
し
た
履
薄
図
で
あ
る
。
画
面
中
央
の
男
性
（
左

向
き
）
は
、
左
方
向
へ
そ
ろ
そ
ろ
と
歩
も
う
と
し
て
い
る
が
、
履
の
下
の
氷
に
は
、

縦
横
に
罅
（
細
か
い
波
線
で
表
現
さ
れ
る
）
が
走
っ
て
い
る
。
彼
が
下
を
見
、
右

手
を
上
げ
て
い
る
の
は
、
走
る
罅
に
気
付
き
、
困
惑
す
る
体
を
表
現
し
た
も
の
だ

ろ
う
。
彼
の
表
情
も
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
捉
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
当
図
も
、

図
三
の
右
に
対
応
す
る
も
の
で
、
向
き
こ
そ
逆
と
な
っ
て
い
る
が
（
図
三
の
右
左

は
、
当
図
の
（
、
（
を
入
れ
替
え
た
形
）、
当
図
（
（
）
や
そ
の
（
は
、
図
三
の

右
、
左
と
殆
ど
同
じ
構
図
を
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
や
は
り
、
共
通
の
粉

本
が
存
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
る
と
、
図
三
は
、
当
図
（
─
（
の
五
図

の
内
、
（
臨
深
、
（
履
薄
の
二
図
を
残
し
、
（
─
（
の
三
図
を
省
い
た
も
の
と
捉

え
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
図
三
の
題
記
に
、
戦
戦
兢
兢
四
文
字
の
残
画
等
が
残
る
こ

と
は
、
図
三
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
そ
の
制
作
現
場
に
当
図
の
（
に
示
さ
れ
る

よ
う
な
、
戦
兢
図
の
粉
本
の
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
、
一
証
と
も
な
っ
て
い

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
図
（
─
（
を
含
む
、
（
呉
氏
蔵
臨
深
石
床
の
現
状
は
、
決
し
て

単
純
で
は
な
い
。
参
考
ま
で
に
、
そ
の
内
容
を
概
念
図
と
し
て
示
せ
ば
、
図
五
の

如
く
で
あ
る
（
便
宜
的
に
囲
屛
内
側
の
内
容
を
、
図
の
外
側
へ
示
し
た
。
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
郭
巨
図
の
進
行
す
る
順
序
を
表
わ
す
）。
前
述
の
通
り
、
当
図

の
（
─
（
図
は
、
囲
屛
の
正
面
左
板
（
右
か
ら
（
─
（
区
画
）
と
右
側
板
（
右
か

図五　呉氏蔵臨深石床の内容

4　臨深

5　履薄

崑崙侍者

丁蘭

牛

⎩
―
⎨
―
⎧

馬

男
性
墓
主

郭
巨
A

郭
巨
B

郭
巨
C

1
　暴
虎

2
　馮
河

3
　戦
戦
兢
兢

侍
者
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四
七

ら
（
、
（
区
画
）
の
二
枚
に
分
け
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
北
魏
時
代
の
石
床

囲
屛
に
お
け
る
、
通
常
の
図
像
配
置
に
従
え
ば
、
ま
ず
正
面
中
央
、
即
ち
、
中
心

に
男
性
墓
主
像
（
右
）
と
女
性
墓
主
像
（
左
）
を
据
え
、
次
い
で
そ
の
男
性
の
右

に
馬
、
女
性
の
左
に
牛
（
車
）
が
配
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
他
の
諸
図
像
（
孝
子
伝

図
）
の
配
置
は
、
第
一
に
右
の
外
側
か
ら
中
心
の
男
性
墓
主
へ
向
か
っ
て
（
図
五

で
言
え
ば
、
馬
→
男
性
墓
主
）、
第
二
に
、
左
の
外
側
か
ら
中
心
の
女
性
墓
主
へ

向
か
っ
て
配
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る）（1
（

。
そ
し
て
、
呉
氏
蔵
臨
深
石
床
の
場

合
（
図
五
）、
例
え
ば
正
面
右
板
の
男
性
墓
主
に
対
応
す
る
筈
の
女
性
墓
主
が
、

正
面
左
板
に
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
両
側
板
に
お
け
る
馬
と
牛
と
の
位
置
が
ず
れ

（
馬
は
右
下
、
牛
は
左
上
）、
加
え
て
、
馬
が
一
区
画
し
か
占
め
な
い
こ
と
に
対

し
て
、
牛
が
二
区
画
に
亙
っ
て
い
る
と
い
う
、
食
い
違
い
な
ど
も
目
立
つ
。
さ
ら

に
当
図
（
─
（
の
配
置
に
関
し
て
言
え
ば
、
原
則
と
し
て

　
　

（
→
（
→
（
→
（
→
（

と
進
む
筈
の
順
序
が
、
そ
の
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
点
に
、
課
題
が
残
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
当
石
床
を
め
ぐ
る
問
題
を
、
こ
こ
で
一
つ
指
摘
し
て
お
け
ば
、
上
掲

の
理
由
か
ら
、
当
石
床
が
一
組
の
石
床
で
あ
る
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
例
え
ば
臨
深
図
と
い
う
、
テ
ー
マ
の
共
通
性
か
ら
、
正
面

左
板
と
右
側
板
と
を
一
組
の
石
床
と
見
（
正
面
右
板
と
左
側
板
と
を
欠
く
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
前
述
（
─
（
の
配
置
の
問
題
も
残
さ
れ
る
）、
そ
こ
に
他
の
石
床

が
組
み
合
わ
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う）（1
（

。

三

　

図
六
は
、
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
臨
深
石
床
）
の
右
側
板
に
描
か
れ

た
、
臨
深
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
二
参
照
）。
本
石
床
に
お
け
る
臨
深
図

は
、
三
図
か
ら
成
る
も
の
で
、
右
か
ら
（
戦
兢
図
、
（
臨
深
図
、
（
履
薄
図
と
判

定
さ
れ
る
。
本
石
床
の
臨
深
図
を
、
例
え
ば
呉
氏
蔵
臨
深
石
床
の
そ
れ
と
較
べ
て

み
る
と
（
図
四
参
照
）、
本
石
床
の
そ
れ
は
、
小
旻
六
章
一
句
に
基
づ
く
暴
虎
図

と
、
二
句
に
基
づ
く
馮
河
図
と
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
そ
こ
で

思
い
当
た
る
の
が
前
述
、
本
石
床
左
側
板
に
お
け
る
、
奇
妙
な
象
の
図
（
中
央
）

と
供
奉
者
図
（
右
）
と
い
う
、
二
図
の
存
在
で
あ
る
（
図
版
四
参
照
）。
そ
れ
ら

の
二
図
は
、
図
柄
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
両
図
の
向
き
が
左
向
き
と
な
っ
て
い

る
点
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
奇
妙
な
の
で
あ
る
。
現
に
象
の
図
の
左
の
侍
女
図

（
左
側
板
左
）
は
、
右
向
き
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
は
両
図
共
、
右
向
き
と
な
っ

て
い
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。
す
る
と
、
仮
説
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
本
石
床

左
側
板
に
お
け
る
中
央
と
右
、
即
ち
、
象
と
供
奉
者
と
の
二
図
は
元
来
、
右
側
板

の
三
図
と
一
連
の
臨
深
図
と
し
て
、
五
図
か
ら
成
る
粉
本
か
ら
写
さ
れ
た
（
呉
氏

蔵
の
臨
深
図
五
図
の
存
在
が
そ
の
こ
と
を
強
力
に
示
唆
し
て
い
る
）、
暴
虎
と
馮

河
と
の
二
図
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
仮
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
両
図

は
最
初
、
臨
深
図
に
お
け
る
暴
虎
図
と
馮
河
図
と
し
て
写
さ
れ
た
も
の
が
後
々
、

何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
、
現
行
の
象
と
供
奉
者
に
描
き
換
え
ら
れ
た
、
と
い
う

可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
例
え
ば
供
奉
者
と
し
た
人
物
の
、

左
を
向
い
て
立
ち
右
袖
を
掲
げ
る
仕
草
と
か
、
そ
の
足
下
の
描
写
（
馮
河
図
で
あ

れ
ば
、
河
が
描
か
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
）
な
ど
が
、
右
側
板
と
酷
似
し
て
い
る
こ
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図七　戦兢図（右、本石床。左、呉氏蔵）

（ 　履薄図 （ 　臨深図 （ 　戦兢図

図六　臨深図（華厦石刻博物館蔵北魏石床）
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四
九

と
も
、
そ
の
よ
う
な
仮
説
を
裏
付
け
て
い
る
。
以
下
、
本
石
床
に
描
か
れ
た
臨
深

図
三
図
の
各
図
の
内
容
を
、
呉
氏
蔵
の
そ
れ
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

図
七
は
、
本
石
床
の
戦
兢
図
（
右
）
を
、
呉
氏
蔵
の
そ
れ
（
左
）
と
並
べ
掲
げ

た
も
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
小
旻
六
章
五
句
「
戦
戦
兢
兢
」
を
図
像
化
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
画
面
中
央
の
男
性
（
左
向
き
）
は
、
右
袖
を
掲
げ
て
立
っ
て
い
る
。

そ
の
右
に
、
上
方
へ
二
本
に
分
か
れ
た
木
が
立
つ
が
、
銀
杏
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

呉
氏
蔵
の
戦
兢
図
の
男
性
は
、
右
を
向
い
て
立
っ
て
お
り
、
本
図
の
男
性
と
は
逆

向
き
と
な
る
が
、
そ
れ
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
呉
氏
蔵
臨
深
図
の
戦
兢
図
が

正
面
左
板
に
あ
る
の
に
対
し
、
本
図
が
右
側
板
に
描
か
れ
る
、
位
置
の
違
い
か
ら

齎
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
図
七
の
両
図
間
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
例
え
ば
本
図

（
右
）
の
男
性
の
被
る
、
高
い
冠
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
呉
氏
蔵
の
戦
兢
図

（
左
）
の
男
性
の
被
る
そ
れ
と
同
じ
冠
で
あ
り
、
両
図
の
関
連
を
示
す
好
例
と
捉

え
ら
れ
る
（
呉
氏
蔵
戦
兢
図
に
み
る
そ
の
冠
は
ま
た
、
同
図
に
先
立
つ
馮
河
図
に

も
描
か
れ
る
〈
図
四
（
参
照
〉）

　

図
八
は
、
本
石
床
の
臨
深
図
（
右
）
を
、
呉
氏
蔵
の
そ
れ
（
左
）
と
並
べ
掲
げ

た
も
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
小
旻
六
章
六
句
「
如
臨
深
淵
」
を
図
像
化
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
臨
深
図
の
特
徴
の
一
つ
は
、
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
の
そ

れ
（
図
三
右
）
が
示
す
如
く
、
人
物
を
画
面
の
高
い
位
置
に
描
く
こ
と
で
あ
る

（
当
図
で
は
さ
ら
に
、
そ
の
足
下
を
切
り
立
っ
て
突
き
出
た
岩
場
と
し
、
そ
れ
を

深
淵
に
向
か
っ
て
傾
斜
さ
せ
る
こ
と
で
、
見
事
に
不
安
定
な
様
を
表
現
し
て
い

る
）。
そ
の
特
徴
は
、
図
八
の
両
図
に
も
受
け
継
が
れ
、
両
図
の
人
物
は
、
画
面

の
高
い
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
両
図
を
臨
深
図
と
判
定
す
る
、
根
拠
の

一
つ
を
成
す
の
で
あ
る
。
本
図
の
場
合
、
例
え
ば
画
面
の
左
下
に
、
地
平
を
表
わ

す
二
本
一
組
の
横
線
が
刻
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
図
七
右
で
は
丁
度
、
履
の
先
端
の

所
に
あ
り
、
ま
た
、
後
掲
図
九
右
で
は
、
膝
の
所
に
当
た
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

本
図
（
図
八
右
）
で
は
、
件
の
二
本
の
刻
線
の
上
に
、
も
う
一
組
の
二
本
の
刻
線

が
あ
っ
て
、
人
物
は
そ
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
図
の
人

物
が
他
図
と
較
べ
、
異
様
に
高
い
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

呉
氏
蔵
の
臨
深
図
（
図
八
左
）
に
お
け
る
、
人
物
の
足
許
に
も
、
巧
み
な
深
淵
の

表
現
が
見
ら
れ
る
。
山
か
ら
切
り
立
っ
た
崖
の
上
に
、
二
重
線
の
六
角
と
四
角
の

岩
場
を
重
ね
る
の
は
、
足
下
の
そ
れ
が
、
高
く
険
し
い
こ
と
を
表
わ
す
も
の
に
違

い
な
い
。
且
つ
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
、
人
物
の
足
が
淵
の
方
へ
食は

み
出
し
、
さ

ら
に
浮
き
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
前
掲
図
三
右
に
お
け
る
傾
斜
同

様
、
不
安
定
な
様
の
表
現
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
本
図
は
、
画
面
中
央
上
部
に
、
両

袖
を
掲
げ
、
右
を
向
い
て
立
つ
人
物
を
描
く
。
下
部
は
、
高
い
山
々
と
川
ら
し
い
。

人
物
の
冠
が
極
め
て
特
殊
で
、
教
示
を
乞
う
。
ま
た
、
本
石
床
に
お
け
る
臨
深
図

三
図
の
内
、
人
物
が
右
を
向
く
の
は
、
本
図
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
総
じ
て
並

び
掲
げ
た
呉
氏
蔵
の
そ
れ
の
構
図
と
、
似
た
印
象
を
受
け
る
。

　

図
九
は
、
本
石
床
の
履
薄
図
（
右
）
を
、
呉
氏
蔵
の
そ
れ
（
左
）
と
並
べ
掲
げ

た
も
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
小
旻
六
章
七
句
「
如
履
薄
氷
」
を
図
像
化
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
本
図
に
は
、
画
面
中
央
に
左
を
向
い
て
立
ち
、
頭
を
左
へ
と
傾

げ
て
、
右
袖
を
顔
の
方
へ
と
掲
げ
る
、
一
人
の
男
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
男

性
は
、
眉
を
八
字
に
寄
せ
て
、
困
惑
の
表
情
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
（
左
の
、
呉

氏
蔵
の
そ
れ
も
同
じ
）、
左
の
足
が
裸
足
で
あ
る
（
呉
氏
蔵
の
臨
深
図
で
は
、
（

馮
河
図
が
や
は
り
右
足
を
裸
足
と
す
る
〈
図
四
参
照
〉）。
残
念
な
こ
と
に
、
呉
氏

蔵
の
そ
れ
（
ま
た
、
図
三
左
）
に
見
え
る
、
氷
の
蘯
は
確
認
出
来
な
い
。
し
か
し
、
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図八　臨深図（右、本石床。左、呉氏蔵）

図九　履薄図（右、本石床。左、呉氏蔵）
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五
一

画
面
右
に
は
、
一
本
の
銀
杏
の
木
が
描
か
れ
、
呉
氏
蔵
の
そ
れ
も
同
じ
で
あ
る
他
、

男
性
の
表
情
や
両
手
の
仕
草
な
ど
、
本
図
と
左
の
呉
氏
蔵
の
そ
れ
と
は
、
構
図
が

驚
く
程
似
て
お
り
、
両
者
が
同
じ
粉
本
か
ら
出
た
こ
と
を
、
考
え
さ
せ
ず
に
お
か

な
い
も
の
が
あ
る
。

　

今
年
（
二
〇
二
二
）
十
月
、
呉
強
華
氏
が
来
日
さ
れ
た
。M

IH
O

 M
U

SEU
M

に
お
い
て
現
在
、
開
催
さ
れ
て
い
る
特
別
展
「
文
明
を
つ
な
ぐ
も
の　

中
央
ア
ジ

ア
」（
二
〇
二
二
・
九
・
三
─
一
二
・
一
一
）
に
、
翟
門
生
石
床
そ
の
他
一
式
の

拓
本
を
出
品
さ
れ
て
い
る
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
三
年
ぶ
り
に
お
目
に
掛

か
っ
た
呉
氏
か
ら
、
第
四
の
臨
深
石
床
を
目
睹
さ
れ
た
と
い
う
、
驚
愕
す
べ
き
話

を
聞
い
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
報
告
し
た
い
と
思
う
。

〔
注
〕

（
（
） 図
版
一
─
図
版
四
は
、
張
宝
祥
氏
提
供
の
原
石
写
真
に
拠
る
。

（
（
） 図
一
は
、
張
宝
祥
氏
提
供
の
原
石
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）。

（
（
） 林
聖
智
氏
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能
─
石
棺
床
囲
屛
の
墓
主
肖

像
と
孝
子
伝
図
を
例
と
し
て
─
」（『
美
術
史
』
（（
・
（
〈
154
〉、
平
成
（（
〈
二
〇

〇
三
〉
年
（
月
）。
そ
の
林
聖
智
説
の
意
義
と
評
価
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
孝
子

伝
図
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
（（
〈
二
〇
〇
七
〉
年
）
Ⅰ
二
（
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
（
） 林
聖
智
氏
注
（
（
）
前
掲
論
文

（
（
） 京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
拓
本
、N

A
N

0（（0A

─D

（
（
） 林
聖
智
氏
注
（
（
）
前
掲
論
文

（
（
） 当
該
石
床
囲
屛
の
各
区
画
毎
の
拓
本
図
像
は
、
王
子
雲
氏
『
中
国
古
代
石
刻
画
選

集
』（
中
国
古
典
芸
術
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
五
、
画
像
石
⑴
─
⒁
、
ま
た
、

黄
明
蘭
氏
『
洛
陽
北
魏
世
俗
石
刻
線
画
集
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七

年
）
九
、
石
棺
床
画
像
（（
─
（（
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
順
不
同
）

（
（
） 林
聖
智
氏
「
北
朝
晩
期
漢
地
栗
特
人
葬
具
与
北
魏
墓
葬
文
化
─
以
北
斉
安
陽
石
棺

床
為
主
的
考
察
」（『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
（（
本
・
（
分
、
民
国

（（
〈
二
〇
一
〇
〉
年
（
月
）。
氏
は
、
第
一
の
例
を
Ｂ
組
北
魏
石
棺
床
、
第
二
の

例
を
Ａ
組
北
魏
石
棺
床
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
氏
『
図
像
与
装
飾 

北

朝
墓
葬
的
生
死
表
象
』（
史
学
叢
書
（0
、
台
大
出
版
中
心
）
四
章
参
照
。

（
（
） 拙
稿
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
の
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
─
翟
門
生
石
床
の
孝
子

伝
図
─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
七
〉
年
（
月
）
図

一
参
照
。

（
（0
） 林
聖
智
氏
「
北
周
康
業
墓
囲
屛
石
棺
床
研
究
」（『
栗
特
人
在
中
国 

考
古
発
現
与

出
土
文
献
的
新
印
証
』〈
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
叢
刊
（（
、
科
学
出
版
社
、
二
〇

一
六
年
〉
上
所
収
。
同
氏
注
（
（
）
前
掲
書
六
章
に
再
録
）
参
照
。

（
（（
） 注
（
（
）
前
掲
黄
明
蘭
書
九
、
（（

（
（（
） 図
三
は
、
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
（
原
始
社
会
至
南
北
朝
絵
画
（
人
民
美
術
出
版

社
、
一
九
八
六
年
）
図
版
一
〇
〇
之
二
に
拠
る
。

（
（（
） 図
四
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
当
図
に
つ
い
て
は
、
雋
雪
艶
氏
「
呉

氏
蔵
北
朝
崑
崙
石
床
囲
屛
の
鑑
戒
図
─
「
臨
深
履
薄
」
の
図
像
を
中
心
に
─
」

（『
京
都
語
文
』
（（
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
七
〉
年
（（
月
）
に
詳
し
い
。
雋
氏
は
、

当
図
の
原
石
写
真
を
用
い
て
、
各
図
の
内
容
を
紹
介
さ
れ
た
。
な
お
呉
氏
蔵
当
該

石
床
（
囲
屛
四
面
の
他
、
二
石
闕
と
前
脚
を
伴
う
）
の
全
貌
は
、
最
近
刊
行
さ
れ

た
、
呉
強
華
・
趙
超
氏
『
翟
門
生
的
世
界 

糸
綢
之
路
上
的
使
者
』（
文
物
出
版
社
、

二
〇
二
二
年
）
図
版
（
─
（（
に
、
素
晴
ら
し
く
鮮
明
な
原
石
の
カ
ラ
ー
写
真
及
び
、

拓
本
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
） 林
聖
智
氏
注
（
（
）
前
掲
論
文

（
（（
） 釘
穴
の
位
置
か
ら
、
右
側
板
（
臨
深
図
（
、
（
）
と
左
側
板
と
は
、
一
組
で
は
な

い
と
し
て
も
、
そ
の
配
置
は
動
か
な
い
。
し
か
し
、
現
行
正
面
左
板
（
臨
深
図
（

─
（
）
は
、
正
面
右
板
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
す
る
と
、
（
─
（
の
順
序
は
、

侍
者
を
挟
み
一
応
、
筋
の
通
っ
た
も
の
と
な
る
（
但
し
、
通
例
の
順
序
〈
（
→ 

（
〉
と
は
逆
で
あ
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
が
（
─
（
で
右
向
き
と
な
る
の
に
対
し
、

そ
れ
が
（
、
（
で
は
左
向
き
と
な
っ
て
し
ま
う
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
行
正

面
左
板
（
（
─
（
）、
左
側
板
（
（
、
（
）
を
一
組
と
す
る
石
床
は
、
馬
は
い
る



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

五
二

が
、
男
女
の
墓
主
肖
像
の
な
い
石
床
と
想
定
さ
れ
、
同
類
の
遺
品
と
し
て
は
、

C
.T

.Loo

旧
蔵
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
現
蔵
）
北
魏
石
床
が
上
げ
ら
れ
る
。
な
お
ネ

ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
北
斉
石
床
で
は
、
両
墓
主
肖
像
に
加
え
て
馬
、
牛

も
消
失
し
て
し
ま
う
（
林
聖
智
氏
注
（
（
）
前
掲
論
文
参
照
）。
当
石
床
の
正
面

右
板
と
左
側
板
と
は
、
現
行
の
組
み
合
わ
せ
で
良
い
と
思
わ
れ
る
（
但
し
、
郭
巨

図
の
進
行
順
序
と
牛
の
向
き
と
が
、
通
常
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
問
題
は
、
な
お

残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）。
そ
の
場
合
、
女
性
墓
主
像
と
そ
の
左
に
三
区
画
分
の

孝
子
伝
図
を
従
え
る
正
面
左
板
、
及
び
、
左
か
ら
一
、
二
区
画
に
馬
を
描
く
右
側

板
の
存
在
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
な
お
呉
強
華
、
趙
超
氏
注
（
（（
）
前
掲
書
、
図
版

説
明
（
（
125
頁
）
は
、
図
五
の
左
側
板
に
お
け
る
侍
者
図
を
魯
秋
胡
子
図
（
列
女

伝
五
節
義
伝
九
「
魯
秋
潔
婦
」
に
よ
る
）、
丁
蘭
図
を
同
じ
く
、
そ
れ
に
続
い
て

秋
胡
子
が
家
中
に
到
り
妻
子
と
会
っ
て
い
る
場
面
と
考
証
さ
れ
る
が
、
従
い
難
い
。 

付
図
一
は
、
参
考
ま
で
に
呉
氏
蔵
臨
深
石
床
の
左
側
板
を
掲
げ
た
も
の
で
、
そ
の

（
が
図
五
に
お
け
る
丁
蘭
、
（
が
侍
者
に
当
た
る
。
ま
た
、
そ
の
（
が
上
記
、
図

版
説
明
（
に
言
わ
れ
る
魯
秋
胡
子
図
で
、
（
が
秋
胡
子
と
妻
子
の
面
会
図
で
あ
る
。

さ
て
、
ま
ず
付
図
一
、
（
が
魯
秋
胡
子
図
と
考
え
難
い
理
由
は
、
画
面
中
央
の
女

性
（
右
向
き
。
左
を
振
り
返
る
）
の
摘
む
の
が
銀
杏
の
葉
で
あ
っ
て
、
桑
の
葉
で

な
い
こ
と
で
あ
る
（
列
女
伝
に
、「
婦
人
採
桑
」
と
あ
る
。
図
版
解
説
（
に
、「
是

一
個
女
子
、
其
左
手
高
挙
、
右
手
捧
鉢
、
正
在
従
樹
上
摘
取
果
実
」
と
す
る
が
、

秋
胡
子
の
妻
が
摘
む
の
は
、
養
蚕
の
た
め
の
桑
の
葉
な
の
で
あ
っ
て
〈
列
女
伝
に
、

「
採
桑
力
作
、
紡
績
織
絍
」
と
言
う
〉、
そ
の
実
で
は
な
い
。
ま
た
、
摘
ん
だ
葉

を
入
れ
る
、
手
提
げ
の
籠
が
多
く
描
か
れ
る
）。
第
二
に
、
付
図
一
、
（
の
よ
う

な
構
図
を
持
つ
、
秋
胡
子
と
妻
子
の
面
会
場
面
は
、
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
い
。
（

の
よ
う
な
構
図
を
よ
く
見
掛
け
る
の
が
、
孝
子
伝
図
の
丁
蘭
で
、
（
に
酷
似
す
る

も
の
と
し
て
、
例
え
ば
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
の
そ
れ
（
正
面

右
板
右
）
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
第
三
に
、
魯
秋
胡
子
図
は
、
武
梁
祠
（
三
石
（

層
）
以
下
、
後
漢
時
代
の
図
像
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
（
拙
稿
「
南
京
博
物
院

蔵
後
漢
画
象
石
の
魯
秋
胡
子
図
─
新
出
の
列
女
伝
図
に
つ
い
て
─
」〈『
京
都
語

文
』
（（
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
六
〉
年
（（
月
参
照
）、
北
魏
期
の
墓
葬
図
像
と
し
て

は
、
そ
の
例
が
な
い
。
魯
秋
胡
子
図
な
ど
の
列
女
伝
図
は
、
漢
代
以
降
の
墓
葬
に

付図一　呉氏蔵臨深石床（左側板）
1 2 3 4



佛
教
大
学
　
文
学
部
論
集
　
第
一
〇
七
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

五
三

は
描
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
図
像
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由

の
検
討
が
、
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
第
四
に
、
三
と
も
深
く
関
連
し
た
問

題
と
し
て
、
も
し
付
図
一
、
（
、
（
が
魯
秋
胡
子
図
で
あ
る
と
す
る
と
、
北
魏
時

代
の
石
床
に
描
か
れ
た
、
極
め
て
珍
し
い
列
女
伝
図
と
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
従
来
の
列
女
伝
図
研
究
史
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
さ
て
、

付
図
一
、
（
、
（
を
魯
秋
胡
子
図
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
四
点
の
他
、

例
え
ば
（
→
（
の
進
行
順
序
な
ど
の
疑
問
点
も
残
る
が
、
大
方
の
教
示
を
乞
い
た

い
。

〔
付
記
〕

　

本
石
床
の
調
査
、
撮
影
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
張
宝
祥
氏
、
ま
た
、
同
氏
を
紹
介
下

さ
っ
た
呉
強
華
氏
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
小
稿
は
、
深
圳
市
金

石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

（
く
ろ
だ　

あ
き
ら　

日
本
文
学
科
）

二
〇
二
二
年
十
一
月
十
五
日
受
理
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巻頭　資料紹介

図
版
一
　
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
　
右
側
板
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図
版
二
　
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
　
正
面
右
板



5

巻頭　資料紹介

図
版
三
　
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
　
正
面
左
板



6

図
版
四
　
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
　
左
側
板




